
　
２
０
２
０
年
５
月
29
日
に
「
年
金
制
度
の
機
能
強
化

の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

（
い
わ
ゆ
る
「
年
金
制
度
改
革
法
」）
が
成
立
。
改
正
は

一
部
を
除
き
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
、

公
的
年
金
等
の
「
活
用
の
幅
」
が
大
き
く
広
が
る
こ
と

に
な
る
。
老
後
の
生
活
を
支
え
る
公
的
年
金
や
私
的
年

金
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
Ｆ
Ｐ
と
し
て
、
今
回
の

改
正
が
実
務
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
、
大

局
的
な
視
点
で
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
今
回
の
改
正
が
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
実
施

さ
れ
た
の
か
、
確
認
し
て
お
こ
う
。
厚
生
労
働
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
改
正
の
意
義
」
を

要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
今
後
日
本
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
（
現
役
世
代
の
人

口
）
が
減
少
し
、
人
手
不
足
と
社
会
保
障
制
度
の
支
え

手
不
足
が
続
く
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
健
康
寿
命
が

延
び
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
こ
と

も
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
多
く
の
人
が
こ
れ

ま
で
よ
り
も
長
く
働
く
の
が
当
た
り
前
に
な
り
、「
65

歳
ま
で
働
い
て
、
後
は
年
金
暮
ら
し
」
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
は
な
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
社

1
今
回
の
改
正
内
容
を

ど
う
捉
え
れ
ば
よ
い
か

会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
年
金
制
度
を
見
直
し
、
活

用
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
、
一
般
生
活
者
が
長
い
老
後

を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の「
経
済
的
な
土
台
づ
く
り
」

を
支
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
年
金
制
度
改
革

と
い
う
わ
け
だ
。改

正
の
ポ
イ
ン
ト
は

３
つ
に
し
ぼ
っ
て
説
明
す
る

　
次
に
具
体
的
な
改
正
内
容
だ
が
、

パ
ー
ト
等
の
短
時
間
労
働
者
が
厚
生
年
金
・
健
康
保

険
に
加
入
で
き
る
基
準
を
拡
大

60
歳
代
前
半
の
「
在
職
老
齢
年
金
」
の
支
給
停
止
基

準
額
の
引
上
げ
（
28
万
円
→
47
万
円
）
と
「
在
職
時

改
定
」
の
導
入

公
的
年
金
の
「
繰
下
げ
受
給
」
の
上
限
を
引
上
げ

（
70
歳
→
75
歳
）

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
加
入
年
齢
引
上
げ
（
60
歳
未
満
→
65

歳
未
満
）
と
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
加
入
年
齢
引
上
げ
（
65

歳
未
満
→
70
歳
未
満
）

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
お
よ
び
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
受
給
開
始
時
期

の
上
限
を
引
上
げ
（
60
歳
〜
70
歳
→
60
歳
〜
75
歳
）

企
業
型
Ｄ
Ｃ
加
入
者
が
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
同
時
加
入

す
る
た
め
の
要
件
を
緩
和

な
ど
、
様
々
な
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。
お
客
様
に
対
し

て
、
こ
れ
ら
を
１
つ
１
つ
詳
細
に
説
明
し
て
も
理
解
し

制度改正で変わる
年金の受け取り方と
私的年金づくり

ＦＰオフィスあしたば・安藤さんに聞く！

　2022年改正によって、年金の受け取り方や老後資金プランの考え方は、従来よ
り選択肢が広がる。そこで本稿では今回の改正をどう捉え、お客様にアドバイスす
ればよいかについてFPオフィスあしたばの安藤宏和さんにポイントを聞いた。
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